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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 3年 11月 

〔漁 業〕 

・ 11月の漁獲量は前年を1,234㌧下回り､漁獲金額は前年を9億2,500万円下回った｡漁獲量では､

定置網漁､サンマ漁が大幅に減少､タラ･スケソウ漁は大幅に増加している｡漁獲金額では､定置

網漁､昆布が大幅に減少､タコ､ツブ､サンマ､シシャモ､毛ガニ漁も減少している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 農林水産省北海道農政事務所は2021年産水稲の10月25日現在の予想収穫量を発表した｡道内の

作況指数は108の｢良｣(前年106の良)で､日高地方は109の｢良｣(同108の良)だった｡全国で｢良｣は

道内だけとなっている｡ 

・ みついし農協主催の黒毛和牛肉の品質を競う｢第17回みついし牛枝肉共励会｣で､三石本桐の畑

端博志さん(66)が出品した｢剣峰｣の枝肉が最優秀賞に選ばれ､過去最高のキロ単価を記録した｡ 

・ ホッカイドウ競馬は11月4日､本年度の全日程を終了し閉幕した｡発売総額は､計画額376億448万

円を大きく上回る522億9,969万円となり､昨年の520億448万円を更新し､2回目の500億円突破に

より過去最高額となった｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は5,400万円､前年を6,500万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は3億9,400万円で前年を8億8,700万円下回った｡ 

・ 11月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､5件で､前年を2件下回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 日高昆布の製造･販売を行う｢磯貝嘉市商店｣(三石)が､日高昆布を具にした｢日高昆布豚まん 

荒磯丸｣を販売し､幅広い人気を集めている｡ 

・ 道内の飲食店を対象とする新型コロナウイルス｢北海道飲食店感染防止対策認証制度｣の認証を

受けるための現地調査が22日､静内本町のホテルアネックスとホテルサトウで行われた｡今回､

日高管内では初の立ち入り検査で､道からの委託事業者の調査員に振興局も同行して行われた｡ 

〔観光・その他〕 

・ えりも観光の拠点施設｢襟裳岬･風の館｣が12月1日から来年2月28日まで3カ月間の休館に入る｡

駐車場の公衆トイレは､その間に道が改修工事を行うため使用を閉鎖し､仮設トイレを設置する｡ 

〔雇 用〕 

・ 11月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を8億8,700万円下回り､町

発注工事は前年を6,500万円下回った｡漁業の漁獲量は前年を1,234㌧下回り､漁獲金額は前年を

9億2,500万円下回った｡日高管内の秋サケは11月20日で終漁となった｡漁獲量累計は1,221㌧で､

前年同期(3,216㌧)比38.0％となり､庶野地区(130％)を除き前年の2～3割となる極端な不漁と

なった｡赤潮の影響かは定かではないが､タコ･ツブ･ホッキ等の水揚げが大幅に減少しており､

漁業者への被害拡大が深刻になっている｡地場産の魚介類の水揚げ少なく､水産加工会社や飲食

店にも影響が出ており､深刻な問題になっている｡飲食業は､緊急事態宣言解除後､通常の営業に

ほぼ戻り､来店客は増加しているが､宴会等の利用は少なく､厳しい業況は続いているが､12月の

忘年会等の予約は増えており､回復の兆しは見えてきている｡ 



２ 

 

〔沿岸漁業〕サケ､カレイ､タラ･スケソウ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､サンマ､メヌケ漁等｡ 

総漁獲量 3,896㌧・金額 13億8,200万円(前年同月比1,234㌧減・9億2,500万円減)｡ 

   

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 底曳網漁…………… 

定置網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ホッキ漁…………… 

タラ・スケソウ漁… 

サンマ漁…………… 

 メヌケ漁…………… 

シシャモ漁………… 

毛ガニ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

  1,242ｔ ・ 188百万円 

822ｔ ・ 464百万円 

86ｔ ・  52百万円 

9ｔ ・   7百万円 

9ｔ ・  2百万円 

9ｔ ・   3百万円 

1,097ｔ ・ 190百万円 

95ｔ ・  57百万円 

16ｔ ・   7百万円 

16ｔ ・  15百万円 

1ｔ ・  10百万円 

202ｔ ・ 337百万円  

292ｔ ・  50百万円 

(前年同月比     43ｔ減 ・ 21百万円増) 

(前年同月比    436ｔ減 ・487百万円減) 

(前年同月比   33ｔ減 ・  5百万円減) 

(前年同月比     87ｔ減 ・ 43百万円減) 

(前年同月比     68ｔ減 ・ 53百万円減) 

(前年同月比    58ｔ減 ・ 16百万円減)   

(前年同月比   307ｔ増 ・ 16百万円増) 

(前年同月比   269ｔ減 ・ 74百万円減) 

(前年同月比    15ｔ増 ・  7百万円増) 

(前年同月比    19ｔ減・  53百万円減) 

(前年同月比      8ｔ減 ・ 41百万円減) 

(前年同月比    50ｔ減 ・ 113百万円減) 

(前年同月比   485ｔ減 ・ 84百万円減) 

・ 11月の漁獲量は前年を1,234㌧下回り､漁獲金額は前年を9億2,500万円下回った｡漁獲量は､定

置網､サンマ漁が大幅に減少､ツブ､ホッキ漁､昆布も減少｡タラ･スケソウ漁は大幅に増加して

いる｡漁獲金額は､定置網漁､昆布が大幅に減少､タコ､ツブ､サンマ､シシャモ､毛ガニ漁も減少

している｡底曳き網､タラ･スケソウ漁が増加｡沿岸漁業に赤潮の影響が出ていると思われる｡ 

 

 
・ 令和3年度秋サケ定置漁業の地区別・漁協別漁獲速報〔昨年同期対比〕11月20日現在 
                                     (単位)ｔ） 

組合名 累計水揚 前年同期 対前年比 組合名 累計水揚 前年同期 対前年比 

門 別 26 103 25.2％ 様 似 88 336 26.2％ 

新 冠 69 187 36.9％ 冬 島 52 247 21.1％ 

静 内 116 414 28.0％ えりも 220 642 34.3％ 

三 石 54 280 19.3％ 庶 野 439 338 129.9％ 

荻伏・浦河 157 667 23.5％ 合 計 1,221 3,214 38.0％ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 道営ホッカイドウ競馬が4日､今季の全日程を終え閉幕した｡馬券発売額は前年度比0.49％増の522

億9,969万円で過去最高｡29年ぶりに最高額を更新した昨年を上回った｡新型コロナウイルス禍で

娯楽の選択肢が狭まる中､大半を占めるインターネット販売が昨年に続き好調だった｡ 

・ 牧場で働く女性でつくる団体｢日高女性軽種馬ネットワーク｣(馬女(まじょ)ネット)が新ひだか町 

静内で研修会を開き､馬の中期育成に関する知識を学んだ｡馬女ネットは､軽種馬業界の女性が連 

携して技術向上を図ろうと2009年に発足｡講師は町内の中期育成の専門業者エバーグリーンセー 

ルスコンサインメントの藤沢亮輔代表が務めた｡藤沢代表は｢無理なく馬が受け入れられる調教｣｢適 

度な食事と適度な運動｣など要点を細かく解説した｡ 

〔農 業〕 

・農林水産省北海道農政事務所は､2021年産水稲の10月25日現在の予想収穫量を発表した｡道内の作 

況指数は108の｢良｣(前年106の良)で､日高地方は109の｢良｣(同108の良)だった｡全国で｢良｣は道内 

だけとなった｡水稲の作柄は､6月が平年を上回る気温･日照時間で経過したことから全もみ数は｢や 

や多い｣となり､7月上旬から8月上旬にかけて概ね高温･多照で経過し､その後も天候に恵まれたこ 

とから登熟も順調に進んだ｡10㌃当たりの道内平均の予想収量は597㌔(前年581㌔)､日高管内は538 

㌔(同527㌔)｡道内予想収穫量(主食用)は､52万7,700㌧｡道内作付面積は､前年比6,200㌶減の9万 

6,100㌶｡日高管内の作付面積は前年比50㌶減の1,220㌶となった｡ 

・みついし農協主催の黒毛和牛肉の品質を競う｢第17回みついし牛枝肉共励会｣で､三石本桐の畑端 

博志さんが出品した｢剣峰｣の枝肉が最優秀賞に選ばれた｡畑端さんの最優秀賞は､今回で5回目の 

受賞で､過去最高のキロ単価を記録した｡枝肉共励会は､三石地区を中心に新冠からえりも町まで 

広域で｢みついし牛｣ブランドで出荷している黒毛和牛の肥育技術向上を目的に開催｡36頭が11月 

25日に東京都中央卸売市場食肉市場に出品され､最優秀賞1頭と優秀賞3頭､優良賞5頭の入賞を決 

めた｡入賞した枝肉はすべて最高ランクのＡ-5｡売上総額は4,817万7,514円(1㌔当たり平均単価 

2,598円)｡最優秀賞の｢剣峰｣は､枝肉重量594㌔(Ａ-5､ＢＭＳ12)で､190万3,176円で販売された｡ 

〔花き栽培〕 

・11月の花き出荷実績は､53万本､金額 6,511万円(前年 51万本､5,755万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､3億 

9,400万円で､前年同月比で8億8,700万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和3年11月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 0 1 1 0 0 6 6 1 

浦 河 町 1 3 0 4 1 10 0 11 1 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
えりも町 1 4 0 5 13 24 0 37 0 

広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

計 2 7 1 10 14 34 6 54 5 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 5,400万円となった(前年同月 1億 1,900万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は5件下回り､金額は6,500万円下回った｡ 

・ 11月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 5件で､前年を 2件下回った｡ 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が621㌧(前年601㌧)で前年比3.3％の増加｡ 

出荷金額は1,253万円(同1,177万円)で前年比6.5％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等の受注は､品薄で動きが鈍くなっている｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産が主体となっているが､ハクサイ､レタス､キュウリ､ピーマン等は本州産となっ

ている｡果物は､本州産のカキ､リンゴ､ミカンが多く出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 日高昆布の製造･販売を行う｢磯貝嘉市商店｣(三石)が､日高昆布を具にした｢日高昆布豚まん 荒 

磯丸｣｡を販売し､幅広い人気を集めている｡あんに豚肉と細切りにした日高昆布を入れ､昆布の 

旨味や食感を生かした味に仕上げた｡皮は昆布をイメージした黒色にするため竹炭パウダーを 

練り込み､インパクトのある見た目にした｡8月に発売し､多い時には月に500個ほどが売れる｡ 

同社のインターネット販売では1個500円､新ひだか観光協会(静内本町)や同社店舗では地元 

価格として同450円で販売している｡ 

・ 道内の飲食店を対象とする新型コロナウイルス｢北海道飲食店感染防止対策認証制度｣の認証を

受けるための現地調査が22日､申請のあった静内本町のホテルアネックスとホテルサトウで行

われた｡通称･第三者認証制度は､コロナ禍において感染防止に取り組み､安心して飲食店を利用

してもらう一つの目安になる｡9月からの札幌に続いて､その他市町村は10月22日から申請受

付を開始しており､現地調査のうえで基準を満たすと｢認証書｣が交付される｡今回､日高管内で

は初の立ち入り検査で､道からの委託事業者の調査員に振興局も同行｡認証基準は､国が示す基

準を整理､統合して座席の間隔､換気回数などを決めている｡この日の立ち入り検査では､両ホテ

ルともに基準をクリアしており､日高管内では初の｢感染防止対策実施店｣の認証を受けた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 環境省は5日､本年度中を目指していた十勝､日高両管内にまたがる｢日高山脈襟裳国定公園｣の

国立公園化の時期について､来年12月となる見通しを明らかにした｡公園内の開発や利用に関

する規制をめぐり､地元自治体など関係機関との調整に時間がかかっているためという｡同省国

立公園課によると､国立公園指定に向けて本年度中に公園計画の素案を策定｡道や地元自治体と

の協議やパブリックコメントなどを経て､来秋にも中央環境審議会に諮問する｡同省は当初､本

年度中にも指定する方針を示していたが､同課は｢面積が広いこともあり､想定より調査作業に

時間を要している｣としている｡ 

・ 日高振興局の若手職員たちが､日高の魅力をツイッターやインスタグラムなどのＳＮＳから発

信するため､自らの趣味や特技を生かした新たなプロジェクトを始めた｡第一弾として､大学の

登山サークルに所属していた職員が様似町のアポイ岳に登り､山頂でコーヒーを飲む様子を投

稿するなど､自由自在に日高を満喫する内容となっている｡担当するのは､同振興局地域政策課

の20代の職員8人でつくるチーム｡投稿は4コマ漫画風に仕立てた4枚の写真に説明文を書き

込んだもの｡高校で茶道部に所属していた女性職員は､新ひだか町真歌公園､新冠町判官館キャ

ンプ場､襟裳岬など､各町の絶景スポットでお茶をたてる情景を撮影｡12月上旬投稿する予定｡ 



５ 

 

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月2件)､負債総額1,000万円(同2億円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は15件(前年同月12件)､負債総額は8億7,600万円(同15億1,100万円)､倒産件 

数は前月比3件増加､前年比で3件増加となった｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は510件(前年同月569件)､負債総額は941億100万円(同1,021億100万円)｡ 

倒産件数は前月比15件減少､前年比で59件減少した｡           （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 11月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.45倍で､前年比0.20ポイント上昇、前月比0.07ポイン 

 ト下降した。有効求人数は927人で前年比102人増加､前月比19人増加となった｡有効求職者数は 

641人で前年比19人減少､前月比で43人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.02倍で､前 

年比0.03ポイント上昇､前月比では0.02ポイント上昇した｡ 
 
 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
  

11／ 6   第57回  京王杯２歳ステークス                       （ＧⅡ） 
キングエルメス 号           (新ひだか町 木村 秀則 殿生産） 
 

11／ 6  第26回  ファンタジーステークス                  (ＧⅢ) 
     ウォーターナビレラ号            （浦河町 伏木田牧場 殿生産） 
 
11／ 7  第11回  みやこステークス                    （ＧⅢ） 
     メイショウハリオ 号             （浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
11／13  第26回  武蔵野ステークス                    （ＧⅢ） 
     ソリストサンダー 号             （新冠町 村田牧場 殿生産） 
 
11／13  第23回  京都ジャンプステークス               （Ｊ・ＧⅢ） 
     ケンホファヴァルト 号        （新冠町 マリオステーブル 殿生産） 
 
11／14  第46回  エリザベス女王杯                    （ＧⅠ） 
     アカイイト 号                （浦河町 辻 牧場 殿生産） 
 

 11／14  第57回  福 島 記 念                     （ＧⅢ） 
     パンサラッサ 号            （新ひだか町 木村 秀則 殿生産） 

    

11／27  第 8回  京都２歳ステークス                   （ＧⅢ） 
     ジャスティンロック 号            （浦河町 酒井牧場 殿生産） 

 

 11／28  第41回  ジャパンカップ                     （ＧⅠ） 
     コントレイル 号            （新冠町 ㈱ノースヒルズ 殿生産） 

 

 11／28  第66回  京 阪 杯                       （ＧⅢ） 
     エイティーンガール 号            （日高町 庄野牧場 殿生産） 

 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 3 年 11 月現在)               (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,676 -139 -10 2,435 -49 -4 

日 高 町 11,157 -206 -14 5,967 -51 -8 

新 冠 町 5,264 -125 -10 2,755 16 -2 

新 ひ だ か 町 21,415 -485 -21 11,470 -113 -12 

浦 河 町 11,752 -248 -14 6,588 -53 -7 

様 似 町 4,085 -44 4 2,117 -21 -1 

え り も 町 4,434 -99 -2 2,104 -14 -1 

日高地区合計 62,783 -1,346 -67 33,436 -285 -35 

広 尾 町 6,360 -186 -13 3,237 -45 -9 

大 樹 町 5,425 -27 0 2,739 8 -6 

日高･十勝地区合計 74,568 -1,559 -80 39,412 -322 -50 

札 幌 市 1,960,873 -659 -373 1,086,977 8,171 89 

江 別 市 119,718 -137 -15 59,134 445 26 

石 狩 市 58,129 -168 -23 28,269 118 -26 

北 広 島 市 57,764 -388 -75 28,083 98 -12 

恵 庭 市 70,161 29 9 34,507 379 15 

千 歳 市 97,807 -234 -22 51,023 100 -35 

石狩地区合計 2,364,452 -1,557 -499 1,287,993 9,311 57 

苫 小 牧 市 169,614 -606 -72 90,548 604 -14 

厚 真 町 4,387 -50 2 2,116 16 5 

む か わ 町 7,583 -150 -52 4,004 -53 -38 

胆振地区合計 181,584 -806 -122 96,668 567 -47 

営業区域合計 2,620,604 -3,922 -701 1,424,073 9,556 -40 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和3年11月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 927 85,968 102 5,715 19 1,433 

月間有効求職者数 641 83,880 -19 2,706 43 -995 

月間有効求人倍率 1.45 1.02 0.20 0.03 -0.07 0.02 

(資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和3年11月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 5 -2 -1 

(新ひだか町～広尾町) 令和3/4～令和3/11 累計 71 1  

(資料出所:各市町村) 

 

  



７ 

 

 
 

４ 企業倒産状況(令和3年11月)  
                                        （単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 10 -1 -190 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 15 876 3 -635   
全   国 510 94,101 -59 -8,000   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和3年11月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

167,590 1.05 0.99 60,061 1.04 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 3年11月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 225 -12.79 92.31 

交換金額 449 -9.48 29.77 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和3年11月中の気象状況                          (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 8.1 193.0 109.4 2.0 231.4 89.9 

広   尾 7.2 342.0 112.0 2.0 267.8 75.1 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和3年11月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 96,506 -3.6 45,856 -2.7 142,362 -3.3 

新ひだか町三石 16,434 -3.9 9,130 -5.7 25,564 -4.6 

浦 河 町 58,366 -1.6 23,622 -11.6 81,988 -4.7 

様 似 町 22,167 -5.1 11,053 3.6 33,220 -2.4 

え り も 町 23,870 -3.1 11,618 6.6 35,488 -0.2 

広 尾 町 31,534 -5.3 13,717 -4.2 45,251 -4.9 

    (資料出所：各町) 

 



８ 

 

            日高振興局からのお知らせ 

日高管内の飲食店の皆様へ 
  

北海道飲食店感染防止対策認証制度（通称：第三者認証制度）
の取得及びワクチン・検査パッケージ制度の適用登録をお願い
します。 
 道では、道内の飲食店を対象に、感染防止対策に必要な事項の 

取組状況を確認し、対策が実施されている場合に認証する制度 
（第三者認証制度）と、行動制限が要請された際に、利用者の人 
数制限が緩和されるワクチン・検査パッケージ制度の適用登録を 
実施しています。 
 
【取得のメリット】 

☆感染における感染拡大のリスク低減 

☆感染防止対策に取り組んでいることをアピール（道ＨＰ・振興局ＨＰで公表） 

☆感染拡大の傾向が見られる際に、営業時間や酒類提供に係る制限が緩和。 

 また、ワクチン・検査パッケージ制度の適用により、行動制限時に１テーブル４人までとい

う利用者の人数制限が緩和。 

※飲食店がワクチン・検査パッケージ制度の適用を受けるには、第三者認証の取得が必要であり、同時に

申請することができます。 
 

◆対象事業者 

 道内で飲食業の営業許可を受けている事業者 

※店舗（テイクアウト、デリバリー型店舗等除く）ごとに申請 
 

◆認証の流れ 

申請後、現地調査が実施され、基準を満たすと認証書が交付されます 
 

◆申請受付や認証基準などの詳細 

下記URLより『電子申請』で受付 

 ※電子申請がご利用いただけない場合は郵送での申請も可能です 

☞ URL：https://do-safety.jp/ 

詳細については経済部経済企画課HPまたは日高振興局HPから確認できます。 

☞ URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/78518.html 

☞ URL：https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/89566.html 
 

◆お問い合わせ先  

 第三者認証制度コールセンター 

  電話 ０５７０－７８３－８１６  受付時間 平日９：００～１８：００ 

北海道日高振興局産業振興部商工労働観光課 

 電話 ０１４６－２２－９２８１  受付時間 平日８：４５～１７：３０ 

※認証書のイメージ 

 

https://do-safety.jp/
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/78518.html
https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/89566.html


 

 

令和 3年 10月 20日 

お客様各位 

日高信用金庫 

 

振込手数料の一部改定について 
 

 

平素より格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、当金庫では、令和 3年 11月 1日（月）より、他金融機関あての振込手数料を下記のとおり

改定させていただくことといたしました。 

今回の改定は、銀行間手数料の廃止と一般社団法人全国銀行資金決済ネットワークにおける内国

為替制度運営費の創設によるものです。 

当金庫では、今後も多くのお客様にご満足いただけるよう、各種サービスの充実に努めてまいり

ますので、引き続きご愛顧くださいますようお願い申し上げます。 
 

記 
 
１．改定 日  令和 3年 11月 1日（月） 
 
２．改定内容  
（１）他金融機関向け振込手数料の改定 

金額 種類 
他金融機関あて 

改定前 改定後 改定幅 

３万円以上 

窓口 880円 770 円 ▲ 110円 

（会員） 770円 660 円 ▲ 110円 

ATM扱 660円 550 円 ▲ 110円 

定額自動振込 660円 550 円 ▲ 110円 

３万円未満 

窓口 660円 605 円 ▲ 55円 

（会員） 550円 495 円 ▲ 55円 

ATM扱 440円 385 円 ▲ 55円 

定額自動振込 440円 385 円 ▲ 55円 

※ 当金庫同一店内あて及び本支店あての振込手数料に変更はありません。 
 

（２）インターネットバンキング・ファームバンキング・テレフォンバンキング振込手数料の改定 
 

 

 

金額 あて先 改定前 改定後 改定幅 

３万円以上 

店内 110円 110 円 - 

本支店 220円 220 円 - 

他行 550円 440 円 ▲ 110円 

３万円未満 

店内 110円 110 円 - 

本支店 110円 110 円 - 

他行 330円 275 円 ▲ 55円 

 



 

 
 



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


